
医療的ケア 

☺ 痰吸引 

☺ 経管栄養 

☺ 酸素管理 

☺ 導尿 

☺ 血糖値測定及び薬剤投与 

 

 

 

 

 
看護師としての知識とスキルを保育園で活かしてみませんか。主な業務の

内容を紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な看護師業務＞ 

✰ 園児・職員の健康管理 

✰ 保育園の衛生管理 

✰ けがや体調不良時の対応 

✰ 身体計測（毎月） 

✰ 定期健康診断（年 2 回） 

✰ 定期歯科健康診査（年 2 回） 

✰ 0 歳児健康診断（月 1 回以上） 

✰ 保育補助 

食事介助、おむつ交換など 

✰ 安全教育・健康教育 

✰ 子育て相談・健康相談 

 

＜主な看護師業務の 1 日＞ 

※医療的ケアを実施している保育園には 
医療的ケア担当看護師が配属されています。 

 

専門性を活かした

やりがいの 

ある仕事です。 

13：00 

各クラスラウンド 

病欠児や子どもたちの

健康状態の把握 

 

9：00 

10：00 保育補助・事務 

 

食事・休憩 

午睡時の健康観察 

情報交換 

 
14：00 ミーティング参加 

15：00 午睡明けの健康観察 

16：00 事務、保育補助 

健康相談 

 

13：15 

＜働きやすい環境づくり＞ 

毎月 1 回看護師会を行い、情報交換や勉強会、演習等を計画し知識の向上とスキルアップを図っています。 

医療的ケアについては、近隣園が連携園としてケアを学び、緊急時に応援に行ける体制を整えています。 

看護師会をグループに分け、グループ内で課題解決や相談や応援できる体制を取っています。 

12：15 

13：15 

17：15

退勤 

８：30 

出勤 

※土曜出勤や休日に行事の場合は出勤することもあります。 



区立保育園で働く看護職について 
 

❋ 保育園看護師の配置 

 区立直営の保育園は 23園あります。そのなかで看護師が配属されているのは、０歳児保

育園や拠点保育園です。また、医療的ケア担当看護師は、医療的ケア実施園に園の看護師

とは別に配属されています。 
 

❋ 保育園看護師 

 保育園に従事する看護師は、子どもと家庭に最も身近な看護職として、子どもたちの健

やかな成長・発達に資する業務に携わっています。 

 保育園は、低年齢児、慢性疾患、障がいのある子ども等や医療的ケアの必要な子どもた

ちが集団生活をしています。けがの手当てや体調不良時の対応のみならず、異常の早期発

見や緊急時の対応や指導は、看護師の専門性が求められるところです。また、その専門性

は地域の子育て相談にも期待されています。 

 責任のある業務ですが、成果が実感できとてもやりがいがある仕事です。 
 

❋ 専門性を活かした保育 

 

 

 

 

栄養士 保育士 

調理師

 
 
栄養士 

非常勤保育士

保育支援員 嘱託医

 
 
保育士 

看護師 

保育園には、下図のような専門職がいます。専門職は、子どもと保護者に安心・安全な

保育を提供するため、情報の共有と連携を図っています。 

それぞれの専門性を活かし子育て支援を行っています。 

子ども 

保護者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

大田区立の障がい者施設はどんなところがあるの？ 

 
大田区には、区が運営する障がい者の区立直営施設が２か所あります。 

上池台障害者福祉会館ってどんなところ？ 

 
上池台障害者福祉会館は、東京都へ多機能型事業所として登録し、運営している障害者通所 

施設です。 

障がい者施設で働く看護師ってどんなことをするの？ 

 障害をお持ちの方の健康管理を行います。 

障がい者施設で働く 

大田区の看護師職について 

 

大田区立上池台障害者福祉会館と大田区立志茂田福祉センターです。 

２か所の施設には、それぞれ看護師が配置されています。 

今回は、上池台障害者福祉会館をご紹介します。 

主な仕事内容としては、健康観察、バイタルチェック、服薬管理、嘱託医やセラピストとの 

予定調整業務、利用者健診関係、身体計測があります。 

医療的ケアが必要な利用者への対応としては、痰吸引、胃ろう管理、経管栄養、導尿、 

薬液の吸入、応急的な酸素管理等があります。 

安全に通所するため通所バスに看護師が添乗する場合があります。 

生活を支える福祉の専門職員と一緒に排泄介助や入浴介助、食事介助（胃ろう部からの 

初期食注入）をすることもあります。 

通所されている利用者は、区内在住で 18歳以上 64歳までの身体障害者手帳をお持ちの方や 

知的障害の愛の手帳をお持ちの方が対象となります。 

運営種別としては、「就労継続支援 B型」「生活介護」があり、障害状況により、サービスの内容が 

異なります。 

日中活動として、作業や活動を提供し、生活の支援することが主な内容の障害者施設になります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者施設での看護師職のやりがい 

＊日中活動の場ですので、活動や作業場面における利用者の楽しい表情を見ることができます。 

 

＊病院とは違い、利用者とじっくり向き合った看護（支援）ができます。 

 

＊いろいろな行事やイベント、外出行事等、一緒に楽しむ場面もあります。 

 

＊複数の看護師がいるので、困った時は、チームで対応することができます。 

           

8時 30分  出勤 

8時 35分 

～9時 45分 

利用者バス送迎添乗⇒バス到着 

（1週間 2日程度バス添乗） 

10時 00分 利用者バイタルチェック、健康観察、水分注入、 

PT補助、作業補助、入浴等 

11時 30分 昼食介助・経管栄養接続（見守り・管理） 

職員休憩 （11時 30分～13時 30分の間に 1時間休憩） 

13時 40分 活動サポート 

14時 30分 水分注入、帰り支度準備 

15時 00分 

～16時 10分 

利用者バス送迎添乗 

16時 30分 モニタリング会議、係会議、事務等 

  17時 15分 勤務終了 

  

  

  

  

  

  

看護師職の１日の仕事の流れ（例） 


